
県
本
部
は
５
月

26日
～
６

月
４
日
に
か
け
て
「
夏
季
統

一
要
求
書
」
提
出
行
動
を
県

内
単
組
と
県
市
長
会
・
県
町

村
会
で
実
施
し
、
要
請
・
懇

談
を
行
い
ま
し
た
。
（
※
以

下
概
要
・
文
責
県
本
部
）

【
Ａ
市
】
給
与
制
度
は
国
準

拠
。
他
市
町
の
初
任
給
改
善

も
承
知
し
て
い
る
が
、
費
用

対
効
果
で
検
討
し
た
い
。
若

手
が
上
が
る
傾
向
で
中
堅
か

ら
上
へ
の
改
定
が
思
わ
し
く

な
い
、
国
へ
要
望
し
て
ほ
し

い
。
時
間
外
手
当
は
全
部
出

す
の
が
絶
対
で
は
あ
る
が
、

財
源
も
厳
し
い
。
【
Ｂ
水
道
】

技
術
職
確
保
が
一
番
の
課
題
。

全
国
の
自
治
体
で
技
術
継
承

の
新
た
な
工
夫
が
行
わ
れ
て

い
る
。
市
長
は
『
移
住
も
大

事
だ
が
、
自
治
体
か
ら
出
て

い
か
な
い
対
策
も
大
事
』
と

度
々
発
言
し
て
い
る
。
《
組

合
》
職
場
の
重
点
も
技
術
職

の
人
材
確
保
。
市
民
の
口
に

入
る
水
の
安
全
管
理
・
安
定

供
給
が
必
要
だ
が
、

10年
以

内
に
ベ
テ
ラ
ン
技
術
職
が
い

な
く
な
る
。
高
校
生
の
地
元

志
向
が
高
ま
っ
て
い
る
報
道

も
あ
り
、
高
卒
採
用
に
舵
を

切
る
こ
と
が
人
財
確
保
に
も

人
口
減
少
対
策
に
も
必
要
。

【
Ｃ
町
】
職
員
の
確
保
は
深

刻
。
夏
季
休
暇
は
５
日
に
改

善
。
休
暇
制
度
の
柔
軟
化
は

お
金
が
か
か
ら
な
い
の
で
、

組
合
と
も
相
談
し
た
い
。

【
Ｄ
社
協
】
自
治
体
と
同
じ

給
与
水
準
の
要
望
は
、
処
遇

改
善
手
当
を
含
ん
だ
年
収
で

み
て
ほ
し
い
。
移
管
を
受
け

て
い
る
以
上
、
財
政
に
限
り

が
あ
る
。
対
応
は
し
た
い
が

行
政
と
違
う
の
は
経
営
と
い

う
点
。
国
の
考
え
が
変
わ
っ

て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
と
思

う
。
【
Ｅ
施
設
】
人
材
が
集

ま
ら
な
い
の
が
一
番
の
問
題
。

介
護
職
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
業

が
毛
嫌
い
さ
れ
て
い
る
の
か

と
感
じ
る
。
松
山
の
福
祉
系

学
校
が
な
く
な
り
、
新
た
な

人
材
が
少
な
く
な
る
状
況
も

あ
る
。
同
じ
職
種
の
方
が
い

ろ
ん
な
施
設
を
回
っ
て
い
る

よ
う
な
状
況
で
若
い
人
が
来

な
い
。
【
Ｆ
市
】
年
休
取
得

率
が
低
く
、
夏
休
３
日
等
の

取
得
促
進
に
努
め
る
。
会
計

年
度
職
員
の
給
与
が
高
く
な

り
、
そ
れ
な
り
の
仕
事
を
し

て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
再
任
用
は
高
い
水
準
に

し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
高
い

仕
事
を
し
て
も
ら
う
た
め
。

【
Ｇ
病
院
】
市
に
準
じ
て
給

与
を
上
げ
る
が
、
人
件
費
が

上
が
る
の
で
厳
し
く
赤
字
に

変
わ
り
は
な
い
。
【
Ｈ
市
】

給
与
は
県
準
拠
。
技
術
職
等

の
確
保
は
難
し
く
、
採
用
試

験
を
受
け
に
来
て
も
ら
え
る

ア
イ
デ
ア
出
し
は
必
要
。
時

間
外
も
管
理
職
に
よ
る
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
で
昨
年
比
で
約
４

割
程
度
減
少
。
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
対
策
は
研
修
と
周
知
を
し
、

名
札
を
改
正
。
【
Ｉ
町
】
技

術
職
員
の
確
保
は
他
の
自
治

体
同
様
に
苦
慮
。
専
門
知
識

が
必
要
な
建
築
職
は
、
県
の

職
員
Ｏ
Ｂ
を
採
用
し
対
応
も
、

年
数
に
も
限
り
が
あ
り
安
心

で
き
な
い
。
病
院
も
赤
字
が

拡
大
し
、
町
民
に
来
て
も
ら

え
る
病
院
づ
く
り
が
必
要
。

【
Ｊ
市
】
再
任
用
の
賞
与
を

上
げ
る
こ
と
や
新
た
な
休
暇

制
度
は
難
し
い
。
例
年
に
比

べ
応
募
が
減
少
。
今
年
度
か

ら
技
術
職
を
通
年
採
用
で
確

保
、
高
卒
採
用
も
進
め
る
。

カ
ス
ハ
ラ
対
策
で
電
話
録
音

は
実
施
。
【
Ｋ
市
】
初
任
給

を
改
善
し
、
均
衡
を
図
る
た

め
在
職
者
調
整
も
し
た
。
土

木
職
は
通
年
採
用
や
高
卒
枠

も
拡
大
し
募
集
す
る
。
男
性

育
休
取
得
も
伸
び
て
い
る
。

取
り
や
す
い
環
境
整
備
、
男

性
育
休
の
際
の
手
当
保
障
を

県
に
準
じ
て
作
成
し
て
い
る
。

再
任
用
者
の
給
与
が
会
計
年

度
職
員
を
下
回
っ
た
た
め
、

給
料
表
を
底
上
げ
し
た
。
会

計
年
度
職
員
の
任
用
回
数
制

限
は
撤
廃
。
【
Ｌ
病
院
】
労

働
条
件
は
相
応
の
レ
ベ
ル
で

対
応
。
今
年
の
決
算
状
況
は

厳
し
い
数
字
、
経
営
悪
化
で

病
院
が
成
り
立
た
な
く
な
る

の
は
本
末
転
倒
。
国
や
総
務

省
に
要
求
し
て
ほ
し
い
。
人

員
増
が
一
番
。
人
が
い
な
い

と
働
き
や
す
さ
に
影
響
す
る
。

【
Ｍ
市
】
給
与
等
は
国
準
拠
、

そ
こ
は
最
低
限
完
全
実
施
し

た
い
。
技
術
職
は
高
校
生
の

土
木
職
を
採
用
で
き
て
い
る

が
建
築
職
は
で
き
ず
。
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
は
指
針
を
策
定
し

周
知
。
名
札
の
変
更
と
全
電

話
の
録
音
を
実
施
。
危
機
管

理
課
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
し

組
織
的
対
応
を
し
て
い
る
。

【
Ｎ
市
】
技
術
職
は
採
用
へ

の
応
募
自
体
が
な
い
。
電
話

録
音
は
庁
舎
の
電
話
更
新
時

に
対
応
し
た
い
。
職
員
の
多

く
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
経
験

し
て
い
る
と
思
う
。
初
任
給

の
こ
と
も
課
題
と
認
識
し
て

い
る
。

自
治
労
連
本
部
は
６
月
２

日
か
ら
の
「
府
省
交
渉
」
の

一
環
と
し
て
４
日
総
務
省
に

「
地
方
自
治
・
地
方
財
政
」

の
課
題
で
交
渉
。
同
日
、
個

人
情
報
保
護
委
員
会
と
デ
ジ

タ
ル
庁
交
渉
も
実
施
。
愛
媛

か
ら
山
内
県
本
部
副
委
員
長

（
西
条
市
職
労
、
写
真
）
が

参
加
し
、
住
民
の
い
の
ち
と

暮
ら
し
を
守
る
公
務
公
共
体

制
（
人
員
と
予
算
）
の
拡
充

を
求
め
、
現
場
の
声
を
訴
え

ま
し
た
。

◎
山
内
副
委
員
長
発
言
（
総

務
省
）
道
路
の
維
持
管
理
等

に
係
る
土
木
職
は
人
員
が
不

足
す
る
な
か
で
日
々
業
務
に

従
事
し
て
い
る
。
災
害
時
等

に
住
民
や
地
元
の
業
者
と
や

り
取
り
を
す
る
の
は
当
該
自

治
体
職
員
。
住
民
の
安
心
安

全
を
守
る
た
め
に
も
土
木
職

員
な
ど
の
人
員
体
制
を
拡
充

で
き
る
よ
う
財
政
措
置
な
ど

対
応
を
求
め
る
。

（
デ
ジ
タ
ル
庁
）
「
標
準
化
」

に
よ
り
通
常
業
務
に
支
障
を

き
た
し
て
い
る
自
治
体
が
あ

る
。
移
行
期
限
の
短
さ
や
人

材
の
不
足
な
ど
デ
ジ
タ
ル
技

術
そ
の
も
の
以
外
の
課
題
が

大
き
い
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
「
取
得
は
任
意
」
と
言

う
が
、
出
退
勤
管
理
の
た
め

に
職
員
に
取
得
を
半
ば
強
制

す
る
自
治
体
も
あ
る
。

５
月

31

日
、
県
本
部
は

『

25野
球
大
会
』
を
西
条
市

「
西
部
公
園
野
球
場
」
で
開

催
し
、
新
居
浜
市
職
労
・
松

山
市
職
労
・
西
予
市
職
労
の

３
チ
ー
ム
が
参
加
。
好
天
の

も
と
３
試
合
を
実
施
し
、
松

山
チ
ー
ム
２
勝
、
新
居
浜
チ
ー

ム
１
勝
１
敗
、
西
予
チ
ー
ム

２
敗
の
結
果
で
、
１
位
の
松

山
チ
ー
ム
が
９
月

27～

28日

（
土
日
）
開
催
の
《
自
治
労

連
・
四
国
九
州
交
流
野
球
大

会
》
の
出
場
権
を
得
ま
し
た
。

（１） 第５８１号

自 治 労 連 愛 媛 ２０２５年 ６月３０日

第 ５８１ 号

日 程

【７月】

５ 自治労連現業評拡大都道

府県代表者会議（web）

６ 自治労連女性部全国代表

者会議（web）

12 県本部第84回定期大会

（松山）

25 伊予市職労定期大会

宇和島市職定期総会

夏季中央行動（東京）

26 青年部定期大会＆

ドキジャム（松山）

第67回自治体学校

（東京～27）

28 自治労連労働安全衛生・

職業病全国交流集会（web）

【８月】

１ 千羽鶴を海外へ送るつど

い（教育会館）

９ 自治労連青年部全国委員

会＆平和学習（長崎）

23 自治労連事前会議（福岡）

24 自治労連定期大会

（福岡～25）

松 山 １ ０ １ ６ １ ９

新居浜 ０ ０ ０ １ ０ １

西 予 １ ０ ０ ０ ０ ０ １

松 山 ０ ０ ４ １ ２ × ７

西 予 ０ ０ １ １ ０ ０ ２

新居浜 ０ ０ １ ４ ２ × ７

第１試合

第２試合

第３試合

松山市職労チーム

新居浜市職労チーム

西予市職労チーム



大
洲
市
職
労
は
６
月

11日

「
定
期
大
会
」
を
開
催
。
は

じ
め
に
、
大
洲
市
職
労
・
兵

頭
委
員
長
が
「
こ
の
１
年
間

の
活
動
を
総
括
し
、
引
き
続

き
み
ん
な
で
チ
カ
ラ
を
合
わ

せ
て
頑
張
ろ
う
」
と
あ
い
さ

つ
。
活
動
報
告
で
は
団
体
交

渉
の
主
な
や
り
取
り
と
今
後

の
課
題
な
ど
を
報
告
。
運
動

方
針
で
は
、
組
合
員
・
職
員

の
声
を
基
本
に
、
し
ゃ
べ
り

場
や
学
習
会
を
開
催
し
、
職

場
を
ま
わ
り
ニ
ュ
ー
ス
等
で

組
合
の
存
在
を
知
ら
せ
、
職

場
要
求
と
合
わ
せ
た
組
織
拡

大
を
提
案
。
そ
の
他
、
予
算
・

役
員
選
出
な
ど
全
議
案
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
後
は
、

こ
の
間
継
続
し
て
作
成
し
て

い
る
『
大
洲
市
会
計
年
度
任

用
職
員
労
働
条
件
一
覧
表
』

を
も
と
に
、
労
働
条
件
や
課

題
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

宇
和
島
病
院
労
組
は
５
月

28日
昼
休
み
に
「
組
合
説
明

会
」
を
２
回
に
分
け
て
開
催
。

森
賀
県
本
部
委
員
長
が
「
組

合
に
は
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
ま
す
か
」
と
問
い
か
け
、

「
社
会
人
は
自
分
で
自
分
の

条
件
を
守
る
。
そ
れ
が
労
働

組
合
で
す
」
と
紹
介
。
ま
た

「
休
暇
制
度
の
資
料
は
、
労

働
組
合
の
改
善
の
歴
史
で
も

あ
り
ま
す
」
「
職
場
の
仲
間

の
つ
な
が
り
や
権
利
の
学
習
、

懇
親
会
、
職
場
の
枠
を
超
え

た
い
ろ
ん
な
つ
な
が
り
を
大

事
に
し
て
い
ま
す
」
な
ど
紹

介
。
佐
野
病
院
労
組
委
員
長

か
ら
の
「
働
き
や
す
い
病
院

へ
、
ぜ
ひ
組
合
に
加
入
し
て

み
な
さ
ん
一
緒
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

紹
介
し
加
入
を
よ
び
か
け
。

後
日
の
自
治
労
連
共
済
説
明

会
も
案
内
し
ま
し
た
。

５
月

30～

31日
静
岡
県
で

の
「
自
治
労
連
・
全
国
公
企

青
年
の
つ
ど
い
」
に
今
治
水

道
労
組
か
ら
３
人
が
参
加
。

１
日
目
は
静
岡
市
の
上
水
道

の
施
設
を
見
学
。
「
令
和
４

年
度
台
風

15号
」
の
被
災
状

況
等
の
説
明
を
聞
き
学
び
ま

し
た
。
見
学
後
は
交
流
会
で

各
事
業
体
の
方
々
と
親
睦
を

は
か
り
ま
し
た
。
２
日
目
前

半
は
、
静
岡
市
労
連
の
方
か

ら
「
能
登
半
島
災
害
復
興
支

援
」
に
関
す
る
報
告
。
後
半

は
、
各
分
科
会
で
各
単
組
の

方
と
職
場
状
況
を
報
告
し
交

流
。
「
事
業
体
規
模
に
よ
ら

ず
人
手
不
足
で
の
技
術
継
承

に
危
機
感
を
抱
く
単
組
が
多

く
、
静
岡
市
の
高
卒
程
度
対

象
の
水
道
土
木
技
術
職
採
用

と
「
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に

よ
る
技
術
継
承
の
こ
と
や
給

水
車
の
運
転
に
必
要
な
免
許

取
得
を
水
道
土
木
技
術
職
採

用
職
員
は
水
道
局
が
全
額
補

助
を
行
う
な
ど
も
聞
く
こ
と

が
で
き
、
全
国
の
水
道
事
業

体
従
事
者
と
情
報
交
換
で
き

る
有
意
義
な
場
で
し
た
。

伊
予
市
職
労
保
育
部
は
５

月

30日
「
映
画
鑑
賞
会
」
を

開
催
し

10人
が
参
加
。
仕
事

と
家
事
を
済
ま
せ
た
後
、
午

後
８
時
す
ぎ
に
松
前
町
内
の

映
画
館
に
集
ま
り
映
画
を
鑑

賞
。
《
参
加
者
感
想
》
「
仕

事
の
後
に
職
場
の
仲
間
と
充

実
し
た
時
間
が
過
ご
せ
ま
し

た
！
」
「
映
画
の
後
の
感
想

を
語
り
合
う
時
間
が
と
っ
て

も
楽
し
く
、
次
の
日
か
ら
の

仕
事
も
生
き
生
き
頑
張
れ
そ

う
な
気
が
し
ま
し
た
！
」

「
と
っ
て
も
素
敵
な
企
画
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」

「
今
回
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト

だ
と
参
加
し
や
す
い
の
で
ま

た
お
願
い
し
ま
す
！
」
な
ど
、

日
頃
の
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す

る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
普
段
は
違
う
職
場
で

働
い
て
い
る
組
合
員
と
情
報

交
換
を
行
う
と
と
も
に
交
流

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

西
予
市
職
労
は
６
月

12日

「
執
行
委
員
会
」
を
開
催
し
、

14人
が
参
加
。
６
月

25日
に

定
期
大
会
開
催
を
控
え
、
概

ね
完
成
し
た
大
会
資
料
を
確

認
し
、
各
職
場
の
代
議
員
を

確
認
し
、
大
会
運
営
の
役
割

分
担
を
行
い
ま
し
た
。
次
期

役
員
体
制
も
詰
め
の
相
談
を

し
、
引
き
続
き
円
滑
な
組
合

運
営
と
な
る
よ
う
話
し
合
い

ま
し
た
。
当
日
ま
で
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
再
確
認
し
、
役

割
分
担
の
調
整
や
出
欠
確
認

な
ど
役
員
が
手
分
け
し
て
大

会
成
功
へ
着
々
と
準
備
を
す

す
め
て
い
ま
す
。
夏
季
要
求

で
は
、
各
職
場
に
お
い
て
意

見
集
約
中
で
、
７
月
に
「
単

組
要
求
書
」
を
提
出
す
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。
そ
の

ほ
か
７
月

12日
県
本
部
定
期

大
会
の
代
議
員
参
加
、
単
組

の
活
動
報
告
等
を
す
る
こ
と

な
ど
も
相
談
し
ま
し
た
。

新
居
浜
市
職
労
婦
人
部
は

４
月

24日
昼
休
み
に
「
婦
人

部
新
採
歓
迎
昼
食
交
流
会
」

を
開
催
。
新
採
職
員

11人
、

総
勢

68人
の
女
性
職
員
が
参

加
し
、
先
輩
・
後
輩
や
違
う

職
場
の
人
た
ち
と
楽
し
く
交

流
し
ま
し
た
。
歓
迎
の
し
る

し
に
『
お
花
』
を
贈
呈
！
か

わ
い
く
て
美
味
し
い
お
弁
当

を
食
べ
な
が
ら
、
普
段
な
か

な
か
会
う
機
会
の
な
い
人
と

話
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

先
輩
職
員
か
ら
は
歓
迎
の
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
毎

年
恒
例
の
当
た
り
く
じ
を
引

い
た
方
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も

あ
り
。
新
採
さ
ん
の
趣
味
や

特
技
も
聞
け
て
と
て
も
楽
し

い
会
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

婦
人
部
の
継
続
要
求
「
育
児

休
業
取
得
者
」
の
正
規
職
員

に
よ
る
代
替
配
置
は
、
今
年

度
は
４
人
が
配
置
さ
れ
ま
し

た
。
引
き
続
き
粘
り
強
く
要

求
し
て
い
き
ま
す
。

■
我
が
家
の
庭
で
カ
エ
ル
が

鳴
き
始
め
ま
し
た
。
雨
の
時

期
が
訪
れ
ま
し
た
。

（
宇
和
島
・
新
城
）

■
パ
ズ
ル
ク
イ
ズ
、
毎
回
楽

し
み
に
解
い
て
い
ま
す
が
、

今
回
初
め
て
の
運
試
し
投
稿

で
す
。
梅
雨
明
け
を
思
わ
せ

る
よ
う
な
急
な
暑
さ
に
、
皮

膚
が
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

梅
雨
前
線
消
え
ち
ゃ
っ
た
？

（
笑
）

（
西
予
・
坂
嶋
）

■
本
格
的
な
夏
が
い
よ
い
よ

始
ま
り
ま
す
。
今
年
も
友
人

と
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
楽
し
む
た
め
に
、

日
除
け
タ
ー
プ
を
新
調
し
ま

し
た
。
今
か
ら
使
用
す
る
の

が
楽
し
み
で
す
。
暑
さ
に
負

け
ず
、
頑
張
ろ
う
！

（
新
居
浜
・
大
坪
）

■
修
学
旅
行
で
訪
れ
た
原
爆

ド
ー
ム
や
平
和
記
念
資
料
館

で
衝
撃
を
受
け
た
の
を
今
で

も
覚
え
て
い
ま
す
。
戦
後

80

年
、
改
め
て
平
和
の
尊
さ
を

見
つ
め
直
す
機
会
を
持
ち
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

（
新
居
浜
・
藤
井
）

■
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
で
組
合

員
拡
大
の
と
り
く
み
を
さ
れ

て
い
て
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

組
合
の
な
い
職
場
も
知
っ
て

い
ま
す
が
、
実
状
を
聞
く
に

つ
け
、
組
合
の
大
切
さ
を
感

じ
ま
す
。
継
続
し
た
と
り
く

み
の
た
め
に
組
織
拡
大
は
欠

か
せ
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

（
内
子
・
久
保
）

■
西
田
敏
行
さ
ん
、
濃
い
顔

な
の
で
、
沖
縄
出
身
と
思
い

込
ん
で
お
り
ま
し
た
。
あ
の

様
な
顔
立
ち
の
方
を
地
元
で

は
シ
ー
サ
ー
ジ
ラ
ー
と
い
い

ま
す
（
笑
）
本
当
に
惜
し
い

方
を
亡
く
し
ま
し
た
。

（
西
予
・
山
里
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５８１号

２０２５年 ６月３０日

■
５
７
８
・
５
７
９
号
の
パ

ズ
ル
の
答
え
は
「
ニ
シ
ダ
ト

シ
ユ
キ
」
（
西
田
敏
行
）
で

し
た
。
正
解
者
の
な
か
か
ら

10人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を

進
呈
い
た
し
ま
す
。

紀
伊
知
実
・
筒
井
芙
美
香
・

永
易
優
子
（
新
居
浜
）
木
村

朱
里
・
倉
谷
剛
志
（
今
治
）

貝
崎
美
都
志
（
松
山
）
久
保

紋
子
（
内
子
）
山
里
敬
一
郎

（
西
予
）
新
城
美
希
（
宇
和

島
）
小
林
弘
樹
（
津
島
吉
田
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
７
月

27日
【
発

表
】
５
８
３
号
（
８
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①歯ざわりや切れ味がよいさま。

○○○○○○の野菜

④陸上競技場で、競走用の走路。

○○○○一周

⑦見えない所を手先の感触で探り求めること

⑧石灰岩の台地。四国○○○○

⑨中から外へ出すこと。○○○○口

【タテのカギ】

①同じ仕事にとりくむ同輩、同僚

②（中学校などで）学期末の試験のこと

③野菜類を売る店は「○○屋」とも言う

⑤雑草を取り除くこと

⑥裁縫等で使用する針を置く台。針山

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
７
文
字
で

愛
媛
県
松
山
市
出
身
、
原
爆
で
亡
く
な
っ
た

名
俳
優
に
し
て
下
さ
い
。

お
た

よ
り

あ
り
が

と
う


